
平成２７年度埼玉県学力・学習状況調査に係る分析報告書　まとめ
国語編　　　視点１「従来から取り組んできて、効果を出している取組」

１　戸田第一小学校 ２　戸田第二小学校 ３　新曽小学校 ４　美谷本小学校 ５　笹目小学校 ６　戸田東小学校 ７　戸田南小学校 ８　喜沢小学校 ９　笹目東小学校 １０　新曽北小学校 １１　美女木小学校 １２　芦原小学校

小４
県62.0

　全学年を通して「単元
を貫く言語活動」の設定
(目的意識・相手意識を
明確にする学習課題の設
定）が効果を上げてい
る。
　構成や記述の段階にお
いて、自己評価として推
敲を、相互評価として交
流を取り入れ、よりよい
文章を書き表すための手
立てとしてきたことが、
児童の「書くこと」の力
を高めている。

１年前から取り組ん
でいる、国語の校内
研修の取組や漢字検
定の校内実施の取組
が「読む能力」や
「言語についての知
識・理解・技能」を
高めたと考えられ
る。

　朝読書（ボラン
ティアの読み聞かせ
含む）の推進
　学校独自の検定
（従来の３学期各学
期末に行う、基礎基
本の確認検定テス
ト）を行った。

本校では授業のユニ
バーサルデザイン化
を研修で進めてき
た。特に国語の「書
く」領域に特化して
取り組んできたの
で、文章の構造や書
き方等を学び、書く
ことに抵抗がなく
なってきたことが成
果として現れている
と考える。

「読むこと」につい
ては県・市の正答率
より上回っている。
毎週取り組んでいる
「読書タイム」や読
書マラソン「目指せ
１００００ページ」
など、読む時間の充
実を図っている効果
だと考える。

　漢字指導に関する
反復学習を実施し
た。
　漢字辞典を積極的
に活用した授業を展
開した。
　音読学習に継続的
に取り組んだ。

国語タイム（朝自
習）での視写や短作
文づくりによって、
「書くこと」は少し
身に付いてきている
と思われる。また、
朝読書の取組によっ
て、物語を「読むこ
と」はできている。

　漢字学習は、新出
漢字の繰り返し練
習、漢字小テストや
５０問テストの徹底
した取り組みによ
り、県平均に大きな
差が見られない。
　音読は毎日の宿題
として定着している
ので効果を出してい
る。

毎日家庭学習で音読
に取り組んでいる。

週に一度行われてい
る国語のパワーアッ
プタイムで、特に漢
字の学習に力を入れ
てきた結果、県正答
率を上回ることがで
きた。

「読む能力」につい
ては全校で水曜日に
行っている読書タイ
ムや音読の宿題の取
組の効果だと考え
る。

小５
県72.8

　全学年を通して「単元
を貫く言語活動」の設定
(目的意識・相手意識を
明確にする学習課題の設
定）が効果を上げてい
る。
　構成や記述の段階にお
いて、自己評価として推
敲を、相互評価として交
流を取り入れ、よりよい
文章を書き表すための手
立てとしてきたことが、
児童の「書くこと」の力
を高めている。

１年前から取り組ん
でいる、国語の校内
研修の取組や漢字検
定の校内実施の取組
が「読む能力」や
「言語についての知
識・理解・技能」を
高めたと考えられ
る。

言語を文脈の中で適
切に使うという問題
において高い正答率
が出ている。
これは、朝読書や空
いた時間に読書をす
るなど、読書の推進
を図ってきた効果だ
と考える。

校内研修で「書く」
領域に特化し、文章
校正を色分けした
り、順序立てて文章
を組み立てたりする
学習を積んできたこ
とで、文章を書くこ
とに抵抗なく取り組
めるようになった。
また、基礎的な内容
の充実を目的として
行ってきた授業で、
定着が図れていると
いえる。

本校は「漢字の読み
取り、書き取り、部
首、ことわざ」につ
いては県・市正答率
を上回っている。定
期的に漢字小テスト
を行ったことによ
り、全体的に漢字の
取組みに意欲の高ま
りがみられた。

各クラスで取り組ん
でいる音読やスピー
チが「話す、聞く」
の正答率に結びつい
ていると思う。

国語タイム（朝自
習）での視写や短作
文づくりによって、
「書くこと」は少し
身に付いてきている
と思われる。また、
朝読書の取組によっ
て、物語を「読むこ
と」はできている。

漢字の読みについて
は大きな開きが見ら
れなかった。これ
は、毎日の家庭学習
で行っている音読や
読書による効果の現
れであると考える。

　書きのタネ用紙を
活用した。
　学校独自で開発し
た少人数での話し合
いを展開した。

算数の「文殊の知恵
タイム」など、発表
する機会を多く設
け、児童の表現力を
高めてきた。

「読む能力」につい
ては、全校で行って
いる水曜日の読書タ
イムや音読の宿題の
取組の効果だと考え
る。
　話型を利用しての
１分間スピーチを継
続的に実施する。
　「今月の詩」を利
用し、日常的に音読
の学習活動を充実さ
せる。

小６
県69.0

　全学年を通して「単元
を貫く言語活動」の設定
(目的意識・相手意識を
明確にする学習課題の設
定）が効果を上げてい
る。
　構成や記述の段階にお
いて、自己評価として推
敲を、相互評価として交
流を取り入れ、よりよい
文章を書き表すための手
立てとしてきたことが、
児童の「書くこと」の力
を高めている。

１年前から取り組ん
でいる、国語の校内
研修の取組や漢字検
定の校内実施の取組
が「読む能力」や
「言語についての知
識・理解・技能」を
高めたと考えられ
る。

本校は「話すこと聞
くこと書くこと」に
ついては県・市正答
率とほぼ同値であ
る。これは、学活等
で事実と意見を区別
して発表させたり、
意見を書かせたりし
ている効果だと考え
る。また、朝自習で
取り組んでいる短作
文で書き方に慣れ親
しんでいた結果だと
考える。

繰り返し、漢字の読
み書きをしたり、言
葉に関するドリルを
使ったスキル学習を
継続的に行ってきた
ことで、ある程度の
基礎的な知識・理解
は習得できた。

本校は「言語につい
ての知識・理解・技
能」については県・
市正答率を上回って
いる。これは、ドリ
ルだけでなく、自主
学習ノートも用いて
漢字の学習を行って
いる効果だと考え
る。また、その成果
を確かめるために、
定期的に漢字の小テ
ストを行っているこ
とも要因の一つを思
われる。

　スピーチ原稿作成
や川柳作成を定期的
に取り入れることに
より、周囲の状況や
様子、自分の感情な
どを書き表す力を
養っている。
　書く活動を各単元
に取り入れている。

国語タイム（朝自
習）での視写や短作
文づくりによって、
「書くこと」は少し
身に付いてきている
と思われる。また、
朝読書の取組によっ
て、物語を「読むこ
と」はできている。

漢字の読み・書き問
題においては、県、
市の正答率に大きな
開きが見られない。
（一部では上回って
いる項目もある）こ
れは、朝自習「漢字
計算タイム」の効果
であると考える。

学校独自で開発した
少人数での話し合い
活動を積極的に取り
入れ、コミュニケー
ション力の育成を
図っている。

毎週月・木曜のパ
ワーアップタイム、
朝の会や帰りの会の
スピーチなどに取り
組むことで「話すこ
と・聞くこと・書く
こと」の領域や「話
す・聞く能力」及び
「書く能力」の観点
において県正答率を
上回った。

「読むこと」につい
ては、６年間取り組
んできた水曜日の読
書タイムや宿題の音
読の取組の効果だと
考えるので引き続き
行っていく。

◎本校は多くの領
域・観点で県・市の
平均を上回ってい
る。そこでこれまで
に取り組んできた以
下の取組を維持・継
続していく。（全校
共通の指導（授業）
体制の確立）
①学び合いの手法を
取り入れた授業づく
り
・授業及び授業規律
の共通理解・共通指
導
・思考を共有する
コーディネート発問
例の活用
・ノート指導の共通
理解
②朝学習の活用
・曜日毎の国語・算
数・話合い
・少人数指導教諭の
活用
③学習環境の整備
・家庭学習の取り組
み方の提示（自主学
習・漢字学習等）
・読書マラソン活動
の推奨
・ユニバーサルデザ
インに基づく学級経
営（授業・教室環
境）
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国語編　　　視点１「従来から取り組んできて、効果を出している取組」

中１
県70.6

中２
県66.5

中３
県63.9

本校は「伝統的な言語文化と国語の特質
に関する事項」について、３年間継続し
て「漢字コンテスト」に取り組んでい
る。今年度の入学生にも同様に取り組ま
せ効果を上げていきたい。

本校は「伝統的な言語文化と国語の特質
に関する事項」については県・市正答率
を大きく上回っている。これは１年前か
ら取り組んでいる「漢字コンテスト」の
効果だと考える。

本校は「伝統的な言語文化と国語の特質
に関する事項」については県・市正答率
を大きく上回っている。これは１年前か
ら取り組んでいる「漢字コンテスト」の
効果だと考える。

「言語についての知識・理解・技能」の
項目においては県・市の正答率に大差な
いといえる。毎時間の漢字の書き取りや
意味調べの実施など、言語に関わる取組
が効果を発揮してきたのだと思う。

「言語についての知識・理解・技能」の
項目において、本校は県の正答率を上
回っている。これは、授業内で定期的に
行っている漢字の書き取りや漢字テスト
など、日々の取組が効果を発揮している
と考えられる。

　作文指導を推進した。
　授業における書く活動を多く取り入れ
た。

　朝読書や、素読の指導に取り組んでい
るために「読むこと」の成果が出てい
る。
　漢字小テストの実施による基本的な漢
字学習に取り組む。

本校は「書く能力」について、県・市の
正答率を大きく上回っている。これは、
小学校において、書くことを重ねて取り
組んできた結果と考えている。

本校は「言語についての知識・理解・技
能」について県・市の正答率を上回って
いる。これは、毎時間取り組んでいる漢
字学習と辞書引き学習の効果と考える。
また「話す・聞く能力」についても県・
市正答率を上回っている。これは、継続
的に行っている意見交流や討論の学習の
効果と考える。
本校は「言語についての知識･理解・技
能」については県・市の正答率を上回っ
ている。これは３年前から取り組んでい
る授業最初に行っている漢字学習の効果
だと考える。また、文法を積み重ねて学
習している成果であると思われる。

特になし。

１年時より行っている独自に作成した漢
字練習帳の成果が今回の「言語について
の知識・理解・技能」の結果につながっ
たと思う。

書く力が弱いという以前の結果を基に、
自分の考えを根拠に基づいて、相手に伝
わるように書くことを課題とし、プリン
トを用い、書く作業を多く取り入れてき
た。その結果としてポイントが向上し、
書くことにも慣れてきた。

朝読書や、素読の指導に取り組んでいる
ために「読むこと」の成果が出ている。

朝読書や、素読の指導に取り組んでいる
ために「読むこと」の成果が出ている。

　話す活動（スピーチ）を充実させた。
　聞く活動（リスニング）を充実させ
た。
　漢字の練習に取り組んだ。

　書く活動を中心とした授業を展開し
た。
　協調学習を用いた話し合い活動を実施
した。
　毎週の漢字テストを実施した。

作文や文章を書くことを大切にしてきた
ため、観点別評価の｢書くこと｣において
市・県正答を上回っていると考えられ
る。

１３戸田中学校 １４　戸田東中学校 １５　美笹中学校 １６　喜沢中学校 １７　新曽中学校 １８　笹目中学校



１　戸田第一小学校 ２　戸田第二小学校 ３　新曽小学校 ４　美谷本小学校 ５　笹目小学校 ６　戸田東小学校 ７　戸田南小学校 ８　喜沢小学校 ９　笹目東小学校 １０　新曽北小学校 １１　美女木小学校 １２　芦原小学校

小４
県62.0

ベネッセコーポレーショ
ンとの連携を生かし、Ｉ
ＣＴを活用した授業をす
すめていく。また市内教
育施設を活用し、必要な
単元において積極的に専
門家の協力を仰いだり、
資料の提供を求めたりし
ていく。

○アクティブ・ラーニン
グの理論に基づく授業づ
くり
・協調学習（知識構成型
ジグソー法による）の手
法を取り入れた授業研究
・アクティブ・ラーニン
グに対する理論研究

「話す・聞く能力」を高めるた
めには、身に付けさせる言語能
力を明確にしたうえで、適切な
言語活動を設定することが大切
であると考える。そのために、
アクティブ・ラーニングの視点
を取り入れ、子供達が主体的に
伝え合ったり学び合ったりする
ことができるようにしていく。

　書いたものを友達と読み合
い、感想を伝え合ったり、自分
の考えをグループやペアで話す
アクティブ・ラーニングを通し
て、どんな児童の意見も生かさ
れるようにする。
　自主学習で取り組んでいる日
記を意欲的に書いてくる児童が
少ないので、書いてみたいとい
う意欲を持たせるための、具体
的なヒントプリントを作成し、
書く活動につなげる。
　日直によるスピーチや、係の
発表などの場を日常的に設定し
「話す・聞く」活動を増やして
いく。

「読む」「話す･聞く」に課題が
見られるため、基礎的基本的な
学習内容に加えて、理解力を高
めることや話すことでの言語活
動の充実を図る必要がある。本
校で進めている授業における
「シェア」（学びの共有化）を
充実させ、従前のお互いの意見
を交換するだけでなく、アク
ティブ・ラーニングの考え方を
取り入れ、グループによる問題
解決型の学習や協調学習の手法
なども取り入れて、自分の意見
を積極的に話し、より学び合い
が深まる手だてを検討する。

○「話す・聞くこと」
言語活動を充実させることが重
要。「すじ道を立てて話す」
「質問や感想を言う」「進行に
そって話し合う」「聞き取りメ
モの工夫」などの学習を大切に
取り組み、話し合い活動を活性
化させるために協調学習を各単
元の中で、意図的に計画的に
行っていく。
○「書くこと」
自分の考えを明確に伝えるため
に、「自分の考えを伝えるの
は」「新聞を作ろう」「私の研
究レポート」で、筋道を立て、
理由や例をあげながら、話の中
心がはっきりた文章が書けるよ
うにする。

「読むこと」、「書くこと」を
通し、本校の課題は「事実」と
「考え」を分けて捉え、段落相
互の関係性を考えることであ
る。言語についての知識・理
解・技能面でも課題があること
から、教科書の本文から主語・
述語・指示語等を丁寧に押さえ
るという基本的な学習活動を大
切に読み取らせ、そこから書く
ことに関連づけて取り組んでい
く必要がある。また、自分なり
の考えをもつことが前提なの
で、日頃から友達と積極的に意
見を交流して自分の考えを深め
ることにも重点を置き授業展開
を行いたい。

「話すこと・聞くこと」につい
ては、言語活動の充実が大切で
あると思われるので、授業にお
いて、話し合い活動を充実させ
るアクティブ・ラーニングを取
り入れる。また、ベネッセ「ミ
ライシード」を取り入れた授業
を実施し、必ず自分の考えをも
つ、他の意見を受け入れる、さ
らに自分の考えを深めるという
新しい学習スタイルを実施す
る。

「話すこと」「聞くこと」に関
しては、国語の時間のみなら
ず、教育課程全体で、話し合い
を多く取り入れる。国語科にお
いては、協調学習を中心とした
アクティブ・ラーニングを取り
入れ、言語活動を充実させる。

学校独自で開発した学習形態
（少人数の話し合い）を活用し
た主体的な学習。

県と比べて正答率で１０ポイン
ト以上下回った①文の構成を理
解する（主語と述語）②ローマ
字の読み③指示語の読み取り④
段落相互の関係⑤話題について
書くを充実させることが重要で
あると考える。そのために対応
する練習問題に取り組む。ま
た、授業の中でも関係のある項
目を教師が意識して取り組む。

「書く能力」に関して、重点的
に取り組む。ミニ作文をミライ
シードで見合う。また、題材の
設定、校正、推敲などでグルー
プ学習によるアクティブ・ラー
ニングを行う。説明文では協調
学習を取り入れ、友達と意見を
交流させ、自らの考えを深める
などして、まとめを書くように
する。

小５
県72.8

ベネッセコーポレーショ
ンとの連携を生かし、Ｉ
ＣＴを活用した授業をす
すめていく。また市内教
育施設を活用し、必要な
単元において積極的に専
門家の協力を仰いだり、
資料の提供を求めたりし
ていく。

○アクティブ・ラーニン
グの理論に基づく授業づ
くり
・協調学習（知識構成型
ジグソー法による）の手
法を取り入れた授業研究
・アクティブ・ラーニン
グに対する理論研究

「話す・聞く能力」を高めるた
めには、身に付けさせる言語能
力を明確にしたうえで、適切な
言語活動を設定することが大切
であると考える。そのために、
アクティブ・ラーニングの視点
を取り入れ、子供達が主体的に
伝え合ったり学び合ったりする
ことができるようにしていく。

「話すこと」に関しては、話の
要点をおさえ、発言の内容を考
えることが課題のため、言語活
動を充実させることが重要だと
考える。そのために、授業の話
合いを活性化させるために協調
学習を中心としたアクティブ・
ラーニングを取り入れる。

特に「読む」領域に課題が見ら
れるため、今年度取り組んでい
る「読む」単元での研究を充実
させ、１授業に「しかけ」を盛
り込みながら理解を深めさせる
工夫をしていく予定である。ま
た、「授業のスタンダード基本
構成」の中の「シェア」の活動
の充実を図り、自分の意見を発
表するだけでなく、お互いに学
び合えるようにグループでの問
題解決学習や協調学習の手法を
取り込んで、言語活動の充実及
び思考力の向上を図る取組を
行っていく予定である。

国語の授業においては、授業内
で新たに学んだ言葉を、討論
会、話し合いや発表会などの表
現活動も多く取り組み、その中
で普段から使えるようにする。
「読解力」に関しては、主語と
述語を正しく読み取らせること
が重要だと捉える。そのため
に、「５０文字要約」「改行」
を意図的に取り入れ、文章の伝
えたい内容を短い文でまとめる
練習を繰り返し行っていく。

　これまでに児童が書いた様々
な作文、文章をみると、「主語
がはっきりしない」「助詞が正
しく使われず文意が伝わりにく
い」「一文が長くとりとめのな
い文章になっている」「構成が
はっきりしない」等の傾向が見
られる。そこで、「主語・述
語」、「はじめ・なか・おわ
り」の構成を意識して書くこと
を重点的に指導していきたい。
　推敲や互いに読み合う活動を
重視した指導計画を立て自己評
価・相互評価をしながら書く力
の向上を図る。またグループで
話し合う活動を意図的に取り入
れたい。

 書くことに関しては、書く活動
を意図的・計画的に設定・確保
すること、学年の実態に応じた
課題を示すことが大切であると
考える。国語タイム（朝自習）
の際の試写では系統的な視写教
材に取り組む。
 ベネッセ「ミライシード」を取
り入れた新たな話し合い活動を
実施し、思考力を深める学習を
進める。

ベネッセ「ミライシード」を活
用した新しい話し合い活動のス
タイルを取り入れ、主体的な学
びを促していく。アクティブ・
ラーニングを取り入れ、言語活
動の充実を図る。

授業スタイルの工夫。
　AB１セット方式
　（単元を貫く言語活動）

協調学習、ディスカッション
等、アクティブラーニングを取
り入れ、思考力・表現力等、総
合的な国語力を養う。
考える活動、自分の考えを書く
活動を多く取り入れた授業を展
開する。
児童のさまざまな考えを引き出
したり思考を深めたりするよう
な発問を工夫する。

　教科や単元の特性に応じて、
効果的な協調学習を取り入れ
る。
　 ICTを活用し、少人数におけ
る課題解決型学習を実践する。

小６
県69.0

ベネッセコーポレーショ
ンとの連携を生かし、Ｉ
ＣＴを活用した授業をす
すめていく。また市内教
育施設を活用し、必要な
単元において積極的に専
門家の協力を仰いだり、
資料の提供を求めたりし
ていく。

○アクティブ・ラーニン
グの理論に基づく授業づ
くり
・協調学習（知識構成型
ジグソー法による）の手
法を取り入れた授業研究
・アクティブ・ラーニン
グに対する理論研究

「話す・聞く能力」を高めるた
めには、身に付けさせる言語能
力を明確にしたうえで、適切な
言語活動を設定することが大切
であると考える。そのために、
アクティブ・ラーニングの視点
を取り入れ、子供達が主体的に
伝え合ったり学び合ったりする
ことができるようにしていく。

「読むこと」に関して、言語活
動を充実させることが重要だと
捉える。そのために国語の授業
においては、深く読みとるため
に、グループ活動等を取り入れ
たアクティブ・ラーニングを取
り入れる。

改めて、基礎的・基本的な内容
の充実と定着を図るため、「め
あての明確な提示」「視覚的な
わかりやすさを示す（ビジュア
ル」「授業で学ぶことを焦点化
する（イージー）」の手法を徹
底して行う。また、学んだ知識
を発展させ、自分の考えにまと
めさせたり、意見交換を行う活
動（シェア）を充実させ、思考
する機会を増やしていく授業改
善に取り組む。

国語の授業においては、授業内
で新たに学んだ言葉を、討論や
話し合いや発表会などの表現活
動も多く取り組み、筋道を立て
て、根拠をもって話せるように
し、その中で普段から使えるよ
うにする。「読解力」に関して
は、主語と述語を正しく読み取
らせることが重要だと捉える。
そのために、「１００文字要
約」「改行」更に、「自分の考
え」を意図的に取り入れ、文章
の伝えたい内容と自分の意見や
思いを文でまとめる練習を繰り
返し行っていく。

　ユニバーサルデザインの視点
から、段落構成等を視覚的にわ
かりやすく提示し、苦手な児童
も安心して取り組むことで、自
分の考えを持てるようにする。
　読み返す時間を十分とる。推
敲を含めた交流の際に、アク
ティブ・ラーニングの考え方を
生かして活発な意見交流をさ
せ、文章内容の向上につなげ
る。また、見合う視点を明確に
することで個々の文章推敲の力
もつける。

 「話すこと」を充実させるため
に、ベネッセと協力して「ミラ
イシード」を活用する。自分の
意見を必ずもつこと、他の意見
を受け入れ、さらに自分の考え
を深めるという思考力ＵＰ授業
に取り組む。

ベネッセ「ミライシード」との
連携で主体的な学びを意識した
取組を考えていく。アクティ
ブ・ラーニングを取り入れ、言
語活動の充実を図る。

単元を貫く言語活動として、入
れ子構造・ＡＢ１セット方式の
授業を取り入れていく。

説明文や物語文で段落をつける
活動や単元の終わりに要点のま
とめを書くなどの取組を通し
て、文中に書かれていることを
読み取る力や文章を構成する力
の定着を図る。また辞書を引か
せるくせをつけさせ、言語につ
いての知識を高める。
自分の考えを書く活動を多く取
り入れた授業を展開する。

「知のリソース」活用の観点か
ら、ベネッセ「ミライシード」
を活用した話合いや意見の交流
を行い、より多くの考え方に触
れられるようにするとともに、
ローマ字入力による作文を通し
て「書く能力」や「言語につい
ての知識・理解・技能」の向上
を目指す。

国語編　　　視点２「『新しい学び』として取り組みたい / 取り組む予定の方法」

平成２７年度埼玉県学力・学習状況調査に係る分析報告書　まとめ



中１
県70.6

中２
県66.5

中３
県63.9

平成２７年度埼玉県学力・学習状況調査に係る分析報告書　まとめ
国語編　　　視点２「『新しい学び』として取り組みたい / 取り組む予定の方法」

１３戸田中学校 １４　戸田東中学校 １５　美笹中学校 １６　喜沢中学校 １７　新曽中学校 １８　笹目中学校

　言語活動の充実を図り、より「話すこ
と」の観点評価を上げる。
　書写の授業を活かし、正しく的確に
「書くこと」「言語文化」の観点に活か
す。
　発言する機会を増やし、自分の意見を
述べることが出来る授業展開を図る。

「話すこと」に関して、言語活動を充実
させることが重要だと捉える。そのため
に国語の授業においては、話し合い活動
を活発化させるために協調学習を取り入
れる。また、「書くこと」については条
件を課したもの、創作など、長短さまざ
まな書く活動を取り入れ、定期テストと
も連動させる。

「書くこと」を生かし、「話すこと」へ
とつなげる話し合い活動への取り組みを
充実させたいと考える。その手段として
昨今取り上げられている協調学習を取り
入れた授業展開を考えていきたい。

「話すこと」に関して、言語活動を充実させ
ることが重要だと捉える。そのために国語の
授業においては、話し合い活動を活発化させ
るために協調学習を中心としたアクティブ・
ラーニング、ジグソー法などを多く取り入れ
たい。またその際、実態や個に応じ、選択で
きる課題を設け、個別の力を伸ばす努力を続
けていくとともに、年間を通して授業ごとの
１分間スピーチにも取り組ませていきたい。

「書く能力」を育成するために、資料の
読み取りをしたり、自分の意見を表現す
る機会を増やしていきたい。
 話し合いの多様な形態を活用し、「話
す・聞く能力」の育成に力を入れたい。
特に３年間一貫した指導ができるよう
に、指導内容を検討、統一して取り組み
たい。

　言語活動の充実を図り、より「話すこ
と」の観点評価を上げる。
　書写の授業を活かし、正しく的確に
「書くこと」「言語文化」の観点に活か
す。

「話すこと」に関して、言語活動を充実
させることが重要だと捉える。そのため
に国語の授業においては、話し合い活動
を活発化させるために協調学習を取り入
れる。また、「聞くこと」については、
授業を通して聞くこと以外に特別な活動
を取り入れ、定期テストとも連動させ
る。

「話す・聞く能力」に関して、言語活動
を充実させることが大切であると考え
る。協調学習を取り入れた話し合い活動
を授業で展開し、充実させていきたい。

　協調学習によって話す・聞く活動を充
実させる。
　漢字テストの回数を多くしていく。
　教科書の読みから、発展的な読みへ移
行する。

　協調学習の更なる活用法を研究する。
　ＩＣＴを活用した資料提示を研究す
る。

｢話すこと｣において、言語活動を充実さ
せるために話し合い活動を取り入れ、自
分の意見を話すこと、人の意見を聞くこ
と、それぞれの重要さを理解させたい。

｢話すこと｣において、言語活動を充実さ
せるために話し合い活動を取り入れ、自
分の意見を話すこと、人の意見を聞くこ
と、それぞれの重要さを理解させたい。

・話し合い活動と、書く活動の両立。
・問題解決をしながら、既習事項を確認
することができるような活動の工夫。

　言語活動の充実を図り、より「話すこと」
の観点評価を上げる。
　書写の授業を活かし、正しく的確に「書く
こと」「言語文化」の観点に活かす。
　発言する機会を増やし、自分の意見を述べ
ることが出来る授業展開を図る。
　的確に表現できる「語彙力」の定着化。

「話すこと」に関して、言語活動を充実
させることが重要だと捉える。そのため
に国語の授業においては、話し合い活動
を活発化させるために協調学習を取り入
れる。「書くこと」については、条件を
課しつつも自由な発想で表現できるよう
な課題を与えたい。

「書くこと」を生かし、「話すこと」へ
とつなげる話し合い活動への取り組みを
充実させたいと考える。その手段として
協調学習を取り入れた授業展開を考えて
いきたい。

　協調学習の更なる活用法の研究を行っ
た。
　ＩＣＴを活用した資料提示を進めた。

「書く能力」のさらなる育成を目指すた
めに、自分の意見を文章にする機会を授
業内で多く取り入れていきたい。また、
自分と他者の意見を交流させる場を多く
持たせることで、「話す・聞く能力」の
育成にも取り組んでいく。



１　戸田第一小学校 ２　戸田第二小学校 ３　新曽小学校 ４　美谷本小学校 ５　笹目小学校 ６　戸田東小学校 ７　戸田南小学校 ８　喜沢小学校 ９　笹目東小学校 １０　新曽北小学校 １１　美女木小学校 １２　芦原小学校

小４
県62.0

校内研修において研
究する教科ではなく
なったため、学校と
しての国語科の学習
の進め方に関して全
体に浸透することが
少なくなってきてい
る。機を見て折に触
れ、学校として目指
すべき授業のあり方
を発信していく。

○朝学習の充実
・各学年の課題や一
人一人の児童の課題
に応じたプリント学
習
○伝えることへの意
欲の向上
・今年度より朝学習
で取り組んでいるフ
リートークの継続及
び深化

「書く能力」を高め
ていくために、朝自
習の時間を使って変
身日記などに取り組
ませる。

授業の中で、ノート
に書かせる時間の確
保する。

言語事項に関する正
答率が高かったの
で、このレベルを維
持・向上させるため
に、業前に行ってい
る「ことばタイム」
の改善と国語学習に
おける「授業のスタ
ンダード基本構成」
の再確認と徹底を図
り、児童の内容理解
の順序性を基にした
授業を行う。

言語についての知
識・理解する力をよ
り育成するために、
新聞等を活用し、漢
字を読んだり書いた
りする機会を意図
的・計画的に設定す
る。また、国語辞典
や漢字辞典の使用を
習慣づける。

ローマ字に関しての
正答率が県平均を上
回っているものの、
５割程度であるの
で、日常的に情報教
育と関連を図りなが
らローマ字学習に取
り組ませ、確実な定
着を図っていく。

　数量や図形についての
技能を定着させるため
に、継続的な取組を続け
る。
　文章問題の取組を充実
させる。また、学習協力
者による放課後の補習を
行う。
　とだっ子学習クラブと
の連携をし、未定着な内
容を補充する。
　eライブラリを授業等
で活用し家庭での活用率
を高める。

「書くこと」の基本
として、学年で教材
研究を行い、みエル
モんを活用したノー
ト指導の充実（例
段落の指導）を図
る。また、自分で読
み深める活動を多く
取り入れ、「読むこ
と」の力を付けさせ
る。その上で自分の
考えを話し合い「話
すこと」「聞くこ
と」の力を高めてい
く。

辞書の活用、書きの
タネ（ワークシー
ト）の活用を推進す
る。

　書く能力が低かっ
たことから、書く活
動に多く取り組ませ
るため、行事ごとに
日記を書く習慣を付
けさせる。原稿用紙
の使い方も含めて指
導する。
　自分の考えを書く
活動を多く取り入れ
た授業を展開する。

「読む能力」につい
ては図書館の利用と
本好きサポーターと
の連携を行う。「言
語についての知識・
理解・技能」につい
ては、国語辞典の活
用を日常的に行い、
自ら調べる能力も高
めるようにする。

小５
県72.8

校内研修において研
究する教科ではなく
なったため、学校と
しての国語科の学習
の進め方に関して全
体に浸透することが
少なくなってきてい
る。機を見て折に触
れ、学校として目指
すべき授業のあり方
を発信していく。

○朝学習の充実
・各学年の課題や一
人一人の児童の課題
に応じたプリント学
習
○伝えることへの意
欲の向上
・今年度より朝学習
で取り組んでいるフ
リートークの継続及
び深化

「書く能力」を高め
ていくために、朝自
習の時間を使って変
身日記などに取り組
ませる。

「読むこと」において
は、説明文の問題の正答
率が低くなっている。国
語の授業で説明文の構成
や段落相互の関係につい
ての知識を定着させると
ともに、他教科でも本時
の課題についての要点を
自分の言葉でまとめるよ
うにして、要点について
の考え方の定着を図る。

児童質問紙等から、
「学習のきまりを守
る」項目に課題が見
られることから、学
習規律の徹底を図る
ため、本校の取組の
再確認と徹底を図
り、態度の面からも
理解が深まりやすい
環境づくりに努め
る。

「伝統的な言語文化
と国語の特質に関す
る事項」をより高め
るために、年間を通
して計画的に短歌や
俳句、詩、古文等の
暗唱を取り入れてい
く。また、その成果
を披露することがで
きる暗唱発表会を学
年で計画し、実践す
る。

相手を意識して話
す、分かりやすく伝
える力を育成するた
めに、発声・発音を
意識した音読指導に
取り組む。その際、
立腰の姿勢の定着を
図るようにする。

※授業の始めに必ずミニプリン
ト学習や朗読等のアクティビ
ティを行う。【スイッチタイム
（仮称）（３分以内）】
・ミニプリント学習については
やる気を持てる量や内容で準備
し、意欲を高めるように工夫す
る。プリント学習以外にも文作
り、班での伝え合い、詩の朗読
等のアクティビティを行ってい
く。

単元を貫く言語活動
を生かして、学習の
ゴールを明確に表し
た学習を行い、児童
に意欲をもたせる取
組を行い、言語活動
の充実を図る。

理解を深めるための
さらなる教材・教具
の工夫を進める。

　主語・述語、修飾
語、接続詞等のプリ
ントを国語の時間の
はじめに行い、基礎
の定着を図る。
　授業の終わりに学
習したことを振り返
る活動を必ず行う。

　国語辞典や漢字辞
典の活用を積極的に
行う。
　新出漢字や熟語を
つかった短文づくり
を行う。

小６
県69.0

校内研修において研
究する教科ではなく
なったため、学校と
しての国語科の学習
の進め方に関して全
体に浸透することが
少なくなってきてい
る。機を見て折に触
れ、学校として目指
すべき授業のあり方
を発信していく。

○朝学習の充実
・各学年の課題や一
人一人の児童の課題
に応じたプリント学
習
○伝えることへの意
欲の向上
・今年度より朝学習
で取り組んでいるフ
リートークの継続及
び深化

「書く能力」を高め
ていくために、朝自
習の時間を使って変
身日記などに取り組
ませる。

　「伝統的な言語文化と
国語の特質に関する事
項」に関して、以前学習
してきた内容について繰
り返し学習していくこと
が重要だと考える。その
ため、朝自習の時間に、
短作文や漢字だけでな
く、各学年における言葉
の特徴やきまりに関する
事項に関して学習してき
た内容を繰り返し学習す
るプリント等を用意し取
り組ませる。
　漢字の定着に関して
は、授業中のミニテス
ト、各学期末に行われて
いる校内での検定を活用
し、知識の確実な定着を
図る。

「規律ある態度」の
結果から、本校の取
組と関連付けなが
ら、学習態度の面で
の向上も図ってい
く。また、スモール
ステップを積み重ね
て自信をもたせる、
段階的な指導ができ
るような授業改善に
取り組む。

物語文の「読む能
力」をより育成する
ために、登場人物の
相互関係をしっかり
捉えさせる。人物を
表す絵、吹き出し、
人物を行動や会話に
即しながら性格を押
さえ、物語の中でど
のような役割を担っ
ているのかを考えさ
せていく。

　書く活動を取り入
れる際に時間と文字
数を意識させて取り
組ませる。
　漢字の再テストを
繰り返し、合格する
まで徹底的に実施さ
せている。

　数量や図形についての
技能を定着させるため
に、継続的な取組を続け
る。
　文章問題の取組を充実
させる。また、学習協力
者による放課後の補習を
行う。
　とだっ子学習クラブと
の連携をし、未定着な内
容を補充する。
　eライブラリを授業等
で活用し家庭での活用率
を高める。

学習感想や学習のま
とめを毎回考えさせ
ることを徹底する。
その際、いくつかの
条件（段落やキー
ワード等）を与える
ことで書く能力の向
上を目指す。

　児童が主体的に取
り組めるような取組
を開発する。
　めあての提示・学
習の流れを提示す
る。

文殊の知恵タイムを
活用するなど、話合
い活動に力を入れる
ことで、話す・聞く
能力や書く能力をよ
り高めていく。

「言語事項」に関し
て、ドリル学習を行
うとともに、日常の
生活の中で用いて活
用しながら身に付け
させたい。

国語編　　　視点３「『視点２』以外で、授業改善に関する取組」
平成２７年度埼玉県学力・学習状況調査に係る分析報告書　まとめ



中１
県70.6

中２
県66.5

中３
県63.9

１６　喜沢中学校 １７　新曽中学校 １８　笹目中学校

課題となる漢字の読み書きの定着につい
て、書くことは一生懸命にやるが、身に
ついていない状況を改善するために引き
続き、小テストの実施や漢字コンテスト
など定着に向けた取り組みを計画する。

国語編　　　視点３「『視点２』以外で、授業改善に関する取組」

漢字テストで解けなかった箇所をノート
に書き直しさせ、さらなる言語について
の知識の定着を図る。

１４　戸田東中学校 １５　美笹中学校

平成２７年度埼玉県学力・学習状況調査に係る分析報告書　まとめ

積極的にグループ活動を取り入れ意見交
換する場を設けたい。また、漢字の書き
取りの取組は継続し、言語についての知
識の定着を図る。

１３戸田中学校
「言語についての知識・理解・技能」に
ついては、毎授業５分間の「漢字練習･
テスト」を実施し、知識の確実な定着を
図る。また、文法・慣用句･四字熟語な
どの定期的な復習も計画したい。

課題となっている「読むこと」について
は、文章を読む教材の時は教師が全て通
して読んで終わるのではなく、どうして
こうなったのか、など発問を織り交ぜな
がら行い、「読むこと」の力を錬成して
いきたい。

言語についての知識・理解・技能におい
て、文法や漢字などそれぞれ小テストを
行うようにする。

レポートや感想や、メモを取らせるな
ど、書きをさらに重視した指導展開に努
める。

レポートや感想や、メモを取らせるな
ど、書きをさらに重視した指導展開に努
める。

漢字の読み書きの定着について、身につ
いていないことも多い状況を考えると、
小テストや漢字コンテストの実施など定
着に向けた取組を計画していきたい。

  発達の段階に応じた課題を提示する。
　１時間あたりの授業構成を工夫する。

　自己評価を設定する。
  ICTを活用する。

「話す・聞く」能力の向上を目指して、
年間を通して意見文を書く機会を増やす
とともにクラス内弁論大会を実施した
い。また、身近な題材でのディベートに
も取り組みたい。

　話し合いマニュアル（話し合いに関す
る資料）の作成と活用を図る。
　メモを取ることを指導する。

　レポートや感想や、メモを取らせるな
ど、書きをさらに重視した指導展開に努
める。
　考えたものを書かせて、自分の意見が
発言できる授業を展開する。

「言語についての知識・理解・技能」に
ついては、毎授業５分間の「漢字練習･
テスト」を実施し、知識の確実な定着を
図る。また、慣用句･四字熟語などの定
期的な復習も計画したい。

「書くこと」については、単元ごとに選
択制の課題を設け、個に応じた指導がで
きるようにする。また、個別の課題につ
いてのアドバイスも、よりきめ細かく伝

えていきたい。

「書くこと」については、単元ごとに選
択制の課題を設け、個に応じた指導がで
きるようにする。また、個別の課題につ
いてのアドバイスも、よりきめ細かく伝

えていきたい。

「言語についての知識・理解・技能」に
ついて、授業の最初に文法・四字熟語・
慣用句などをフラッシュカードを使用し
て、少しずつ定着させていく。



１　戸田第一小学校 ２　戸田第二小学校 ３　新曽小学校 ４　美谷本小学校 ５　笹目小学校 ６　戸田東小学校 ７　戸田南小学校 ８　喜沢小学校 ９　笹目東小学校 １０　新曽北小学校 １１　美女木小学校 １２　芦原小学校

小４
県62.0

毎週金曜日の朝行っ
ている「ことばの
わ」の中で文法にか
かわるもの(主に主語
述語)を取り入れてい
く。

○「書くこと」の指
導
・朝学習の時間を活
用して「書くこと」
に関するプリント教
材や視写の時間の設
定
・「書くこと」に関
する家庭学習の取組
（簡易的な評価で済
むもの）

学校公開日に今年の
漢字一字を考えさせ
る授業を行うこと
で、家庭の意識も高
める。

　新出漢字の指導を
早目に行い、習熟に
力を入れる。
　朝学習の時間を使
い、視写や短作文に
取り組む。

家庭学習の質の向上
を図るために、従来
行ってきた「家庭学
習パワーアップ大作
戦」の改善策を学力
向上プロジェクト内
で検討し、家庭への
啓発と協力を図る。
また、図書委員会に
よる読書を勧める取
り組みを図書部で検
討する。

「読む能力」を高め
るために、教科書作
品以外の多くの作品
に触れる（多読す
る）機会を増やす。
「書く能力」につい
ては、授業内で定期
的に、教科書を視写
する活動を実施し、
文章等を書く機会を
意図的に設けてい
く。

継続的に朝自習で短
作文等を行ったり宿
題で日記に取り組ま
せたりと、書くこと
に慣れさせる。ま
た、どの教科領域で
も自分の考えを書か
せる習慣づけを行っ
ていく。

引き続き朝読書に取
り組む。　また、１
１月の「読書月間」
には親子読書を奨励
し、家庭での不読率
０％を目指す。本に
触れる機会を増やす
ことで、読むことへ
の抵抗を減らし語彙
を増やしていく。

朝の学習の「視写」
への取組で「書くこ
と」への苦手意識を
なくし、書くことに
なれさせる。日記や
作文を家庭学習で取
り組ませる。学校教
育全体で「書く」活
動を増やす。（例
校長講話の内容を書
く・担任の言葉をメ
モし、文を完成させ
るゲームなど）「聞
くこと」の向上にも
つながる。

　おはよう言葉遊び
タイムで、言語につ
いての基礎的な内容
をくり返し取り組み
習得できるようにす
る。
　視写（正確に書き
写す力）を推進す
る。

家庭学習の課題の与
え方について教職員
で共通理解を図る。
課題で上げた分野に
係る単元について意
識して力がつくよう
指導に取り組む。
とだっ子学習クラブ
を活用し、基礎的・
基本的な学習内容の
定着を図る。

自主学習での取組で
は、漢字学習に力を
入れる。読書タイム
など、読書の活動で
は、自分で読む時間
を確保する。連絡帳
での一行日記で書く
ことへの抵抗感をや
わらげる。家庭学習
の手引きをもとに、
家庭学習の定着を図
る。とだっ子学習教
室への参加やeライブ
ラリーの活用を学校
だより・懇談会など
を通して啓発する。

小５
県72.8

毎週金曜日の朝行っ
ている「ことばの
わ」の中で文法にか
かわるもの(主に修飾
語・被修飾語)、こと
わざを取り入れてい
く。

○「書くこと」の指
導
・朝学習の時間を活
用して「書くこと」
に関するプリント教
材や視写の時間の設
定
・「書くこと」に関
する家庭学習の取組
（簡易的な評価で済
むもの）

学校公開日に今年の
漢字一字を考えさせ
る授業を行うこと
で、家庭の意識も高
める。

「書くこと」におい
ては、書くことに慣
れるため、業前の学
習時間にミニ作文に
取り組ませる。

今まで行ってきた
「家庭学習パワー
アップ大作戦」を改
善し、家庭教育の質
の向上と、「よりよ
い放課後の過ごし方
のススメ」を作成
し、学習時間の提示
を行い、家庭も巻き
込んだ学力向上に努
めていく。

「読む能力」を高め
るために、教科書作
品以外の多くの作品
に触れる（多読す
る）機会を増やす。
「書く能力」につい
ては、授業内で定期
的に「ミニ作文」を
実施し、文章等を書
く機会を意図的に設
けていく。

作文のきまりが正し
く習得できていない
児童が多いので、作
文のきまりについて
も丁寧に継続して指
導する必要がある。
（段落、１ますあ
け、「」の使い方）
の指導。）段落を意
識して書くことで、
文章全体の構成を整
える力にも結び付く
と考える。

担任や学年教員によ
る放課後の補習によ
り、全ての児童の学
びを保障する手だて
を講じる。

全校での朝学習の
「視写」を行い、
「書くこと」への自
信につなげる。授業
の進度に遅れが見ら
れる児童に対して、
放課後の補習によ
り、すべての児童に
支援する手立てを講
じる。

おはよう言葉遊びタ
イムの有効的な活用
を図る。

国語のパワーアップ
タイムで「書く力」
を養うプリント学習
に取り組む。

家庭学習の手引きを
もとに、家庭学習の
定着を図る。とだっ
子学習教室への参加
やeライブラリの活用
を、学校だより・懇
談会などを通して啓
発する。

小６
県69.0

毎週金曜日の朝行っ
ている「ことばの
わ」の中で文法にか
かわるもの(主に修飾
語・被修飾語)、慣用
句を取り入れてい
く。

○「書くこと」の指
導
・朝学習の時間を活
用して「書くこと」
に関するプリント教
材や視写の時間の設
定
・「書くこと」に関
する家庭学習の取組
（簡易的な評価で済
むもの）

学校公開日に今年の
漢字一字を考えさせ
る授業を行うこと
で、家庭の意識も高
める。

家庭学習の習慣を身
につけさせるため
に、学校全体で取り
組んでいるパワー
アップカードの指導
を徹底するととも
に、家庭学習で取り
組めるようなプリン
ト学習をさせるため
の系統性を意識した
プリントを用意、自
ら選択させ実施させ
る。

家庭学習において、
「一言日記」や「作
文」等の課題をだ
し、文章表現能力の
底上げや、読書習慣
が身に付くような取
組を検討し、随時
行っていく。また、
表彰なども行い、意
欲を高めていく取り
組みも並行して行
う。

「読む能力」を高め
るために、教科書作
品以外の多くの作品
に触れる（多読す
る）機会を増やす。
「書く能力」につい
ては、授業内で定期
的に「ミニ作文」や
「詩や川柳」を実施
し、文章等を書く機
会を意図的に設けて
いく。新聞を活用し
た授業を実践する。

  eライブラリを活用
した反復学習をす
る。
　基礎的・基本的な
知識及び技能の定着
を図る。
  読書指導を充実させ
る。

引き続き朝読書に取
り組む。　また、１
１月の「読書月間」
には親子読書を奨励
し、家庭での不読率
０％を目指す。本に
触れる機会を増やす
ことで、読むことへ
の抵抗を減らし語彙
を増やしていく。

全校での朝学習の
「視写」を行い、書
くことに慣れさせ
る。学校生活の中で
書く活動を積極的に
取り入れる。（例
校長講話の要点を１
００～２００字程度
に書く等）聞く能力
の向上にもつなげて
いく。

　音読、読書カー
ド、家庭学習用プリ
ント・ドリルを活用
する。
　理解が不十分な児
童への効果的な個別
指導を行う。

主語・述語、修飾語
などの文法につい
て、小単元の指導の
工夫を行い、定着を
図るとともにパワー
アップタイムで重点
的に取り組む。

家庭学習の手引きを
もとに、家庭学習の
定着を図る。とだっ
子学習教室への参加
やeライブラリの活用
を学校だより・懇談
会などを通して啓発
する。また、金曜日
のスキルタイムで、
対話を中心とした詩
の感想交流を行い、
言語についての技能
を高める。

平成２７年度埼玉県学力・学習状況調査に係る分析報告書　まとめ
国語編　　　視点４「補充的指導として取り組みたい / 取り組む予定 /強化したい事柄」



中１
県70.6

中２
県66.5

中３
県63.9

文章を読むことに慣れるよう、読書活動
の声かけをしていきたい。

「百人一首を覚えよう」ということで授
業でも力を入れている。古典を扱う時期
に、ゲームや小テストを繰り返しなが
ら、さらに古典や伝統的な文化への関心
を深めさせ、上級学校で必要とされる力
を身につけさせたい。

　漢字学習を強化する。（家庭学習によ
る予習復習の習慣をつけさせる）
　ものの見方や考え方を客観的に捉える
理解・技能を強化する。
発言授業を展開する。

　漢字学習を強化する。（家庭学習によ
る予習復習の習慣をつけさせる）
　ものの見方や考え方を客観的に捉える
理解・技能を強化する。
発言授業を展開する。

新聞を活用し社説、コラム、投書欄、人
物欄などを読み、要旨をとらえ簡潔に要
約したり、意見・感想を発表し合ったり
することによって、情報発信を体験し、
情報を見極める力を養いたい。

『百人一首を覚えよう』ということで、
「伝統的な言語文化と国語の特質
に・・・」への学習に力を入れていく予
定である。古典を扱う時期に、ゲームや
小テストを繰り返しながら、古典や伝統
的な文化への関心を深めさせ、学力を向
上させていきたい。

日頃から「書くこと」に関わる取り組み
をするとこで「書く能力」を身に付ける
だけでなく、苦手意識を払拭できたらと
考えている。

毎朝行っている読書タイムを継続する。
折にふれ、読書紹介を行う。また、古文
の暗唱など進んで取り組める課題設定を
する。

さまざまなジャンルの文章を読み、文章
スタイルに応じた読み方を練習していき
たい。

　話すこと・聞くことに関しては、まだ
まだ伸ばしていける。
　読むことに関してもポイントを絞って
読む。

１６　喜沢中学校 １７　新曽中学校 １８　笹目中学校

古文の暗唱だけでなく、名文の暗唱も積
極的に行いたい。折に触れて読書紹介を
行う。

小説・随筆・漢文・古文など様々なジャ
ンルの文章を読み、どの文章スタイルに
も応じられる様に取り組んで行きたい。

　定期的な補習を企画する。
　生徒が自己評価を定期的に行う。
　スピーチ活動を充実させる。

　漢字学習を強化する。（家庭学習によ
る予習復習の習慣をつけさせる）
　ものの見方や考え方を客観的に捉える
理解・技能を強化する。
発言授業を展開する。

　戸田っ子学習クラブとの連携。（特に
昼休みの活用）
　テスト前勉強会に積極的に参加させ
る。

毎朝行っている読書タイムを継続する。
読書紹介や学年漢字コンテストなどの計
画も考える。

平成２７年度埼玉県学力・学習状況調査に係る分析報告書　まとめ
国語編　　　視点４「補充的指導として取り組みたい / 取り組む予定 /強化したい事柄」

１３戸田中学校 １４　戸田東中学校

さまざまなジャンルの文章を読み、文章
スタイルに応じた読み方を練習していき
たい。

学年の共通理解として、日常の学校生活
の中で、人の話を最後まで聞くという習
慣を身につけられるよう指導していく。
また「アイノート」を毎日3行以上書く
ように指導し、国語の授業以外でも書く
能力の育成を図っていく。

１５　美笹中学校
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